
このたびは、「片手腰鉈」をお買い求めいただ
きありがとうございます。本製品は樹木・木
材の調木や、割る作業などに使う製品です。
ご使用前に本書をよく読んで、正しく安全に
お使いください。ご使用にあたって

安全にお使いいただくために

ご使用の前に

●本製品を正しく安全にお使いいただき、ご自身や周囲に危険が及ぶ可能性を防止するために、
下記のように『注意』・『禁止』・『厳守』の3種に区分しています。いずれも安全に関する重要な内容
ですので、必ず守ってお使いください。
また、本製品は家庭用として開発されております。家庭用としてお使いください。
●『注意』に記載した事項でも状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。
●本体表示の取扱いQRコードや注意事項のラベルは必要なときにすぐ参照できるよう、大切に保管
してください。
●本製品に関するお問い合わせは、お買い求めの販売店又は㈱髙儀「お客様相談窓口」にお問い合
わせください。

注 意 人が傷害を負う可能性及び
物的損害の発生が想定される内容

本製品を安全に使用するために、
してはいけない行為

本製品を安全に使用するために、
必ず実施していただく行為

禁 止

厳 守

注意
●本書に記載されている用途以外には使用しないでください。
●刃先を素手で直接触らないでください。
●振り回さないでください。
●火気に近づけないでください。
●お子様の手の届く場所に放置、保管しないでください。
●本製品を改造しないでください。
●金属類の切断には使用しないでください。
●竹などの縦繊維の強いものに、横からナタを振り下ろしても、跳ね返るおそれがあります。けがや
製品破損の原因になりますのでしないでください。竹などの縦繊維の強いものはノコギリでの
切断をおすすめします。

（かたてこしなた）
片手腰鉈



使用前の準備

各部の名称

使用方法　（片刃のものは右利き用のナタになります）

●使用前に刃こぼれや、ナタ柄の割れ、接合部のがたつき等の異常が無いことを確認してから使用して
ください。

●軍手など手を保護する物を用意してください。
●サヤのボタンを外し、サヤをとります。サヤを外すときに、刃で手を切らないように注意してください。

異常を感じた場合は、使用を中止し、お買い求めの販売店又は㈱髙儀「お客様相談窓口」に相談し
てください。そのまま使用した場合、けがや器具破損の原因となります。

厳 守

ナタをねじったり、こじったり等の無理な切り方や、金属類などの切断には使用しないでください。
けがや製品破損の原因になります。

厳 守

刃

ナタ柄

背

桂



切る場合（枝打ち、下草刈り等）

●樹木の枝打ちは、切り落としたい枝が、幹の左
側に出ている状態で行ってください。幹の右側
に出ている枝を片刃ナタで切り落とそうとする
と、刃の形状上、刃が幹に食い込んでしまうお
それがあります。（図1）

　右側の枝は、回り込んで幹の左側に出ている
状態にし、切り落とします。（図2）

　竹の枝打ちは、枝の下から軽く切れ込みを入
れ、（図3-①）ナタの背で枝の上からたたき落と
します。（図3-②）

削る場合（片刃ナタ推奨）

●樹木の伐採及び、幹を細かく削る場合などは、
幹の繊維に対して斜めに刃先を打ち込むと刃
のささりが良いです。（図4）

割る場合（両刃ナタ推奨）

●薪割りなどは対象物の下に木台を置いてくだ
さい。（誤って地面に刃先をぶつけ、製品破損
及びけがを防ぐため）（図5）木が割れない場
合、補助具（木槌など木製の物）でナタの背を
叩いて割ります。（図6）
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お手入れ・保管について

お手入れ

●使用後は、刃・柄についた水分や汚れを布でよく
拭き取ります。

●しつこい汚れは、薄めた中性洗剤に浸した布を
固く絞って拭き取ります。

　その後、洗剤などを乾いた布でよく拭き取り、さび
止め油やミシン油等を刃部全体に塗ります。（図7）

保管

●お手入れ方法に従った後、サヤや布等で刃全体を
覆って風通しの良い場所に保管してください。（図8）
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株式会社 髙儀  お客様相談窓口

受付時間 AM9：00～PM5：00（土日及び弊社休日を除く）
TEL 0258-66-1233 ホームページ：

http://www.takagi-plc.co.jp/


